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自治体の費用負担ゼロのビジネススキーム

マイクロ⽔⼒発電とは
発電出⼒が 100 ㎾以下の⼩規模な⽔⼒発電
特に 50 ㎾以下（低圧系統連系）で実績多数
・上⽔道、⼯業⽤⽔、農業⽤⽔、ダムなどで

発⽣する⽔流のエネルギーを有効活⽤でき
る。

・マイクロ⽔⼒発電は発電規模に対してのシ
ステムのコストが⾼く、サイズも⼤きいた
め導⼊場所が限定され普及が進んでいなか
った。

マイクロ⽔⼒発電⽔⾞（⽔道⽤）
ダイキン⼯業のコア技術で⽔道施設に導⼊可能に
・⾼効率         空調、油圧機器の開発で培ったモータ技術、インバーター技術を採⽤
・低コスト       上記技術により汎⽤ポンプを⽔⾞として利⽤→従来難しかった 100 ㎾以下

での資源回収を可能に
・省スペース 縦型インラインポンプの採⽤で狭い地下ピットにも導⼊が可能に

DK-Power 資料より

DK-Power 資料より

（※P5　令和５年度新エネ大賞　会長賞受賞）
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